
川崎市フラワーデザイン協会に
は、川崎市内で活動するフラワーア
レンジメントや手工芸の団体が複数
所属しています。

15年前から、年に2回（6、7月に１
回、11、12月に1回）、川崎市国際交
流センターで「外国人と日本人のた
めの手工芸講座」を開催し、日本の
手工芸を紹介しています。初心者が
2時間程度で完成できる作品を、少

川崎で頑張っている

民間団体紹介 20

人数制で講師が丁寧に教える「体験
レッスン」のような感じです。外国人
参加者は初めての「水引工芸」や「押
し絵」、和風の小物作りに興味津々
で、毎回真剣に作っています。

今年7月の講座には、難しい作品
に挑戦したイギリス出身の男性参加
者がいました。日本人よりずっと大き
な手でしたが、とても器用に細かい
作業を続け、水引工芸で人形を完成
させました。実際に作ってみることで、
和紙など日本特有の素材の手触りや
美しさを実感したり、日本の手工芸や
日本の文化を体験できるのが楽しい

そうです。これからも、いろいろな人に
日本の手工芸を紹介して、楽しんでも
らいたいと思っています。

次回の講座は、12月2日（火）午後
1時からです。興味がある方はぜひご
参加ください。

川崎市国際交流センターで行っているイベント・講座案内
下記の申し込み・問い合わせ先は国際交流センターまで（8ページ参照）

アルゼンチンタンゴでお馴染みの楽器、バンドネオン。この楽器のルーツは意外に
もドイツにある。1840年頃、ドイツの片田舎に住むハインリヒ・バンドなる人物が、携
帯用オルガンとして発明したのが始まりだ。この楽器が如何にして海を越えてアルゼ
ンチンに渡ったのか、確かな記録は残っていない。しかし、確かにバンドネオンは海を
渡り、ブエノスアイレスに根を下ろし、「タンゴ」という音楽の魂となった。それと同時
に、アルゼンチン全域では、むしろタンゴよりもポピュラーな音楽であるフォルクロー
レでも定着した。

バンドネオンの魅力は、何と言ってもまずその音色にある。蛇腹で息し、時に語るよ
うに時に叫ぶように歌うバンドネオン。ある者はその音に郷愁を感じ、ある者は色気を
感じ、またある者は救いを感じるだろう。機能的に進化した、オートマ車の様なアコー
ディオンに比べ、バンドネオンはシンプルなマニュアル車のようだ。不器用ながら、ギ
アーの切替を肌で感じながら、直接音に触れているかのように奏でる。これ程までに人
の感覚をダイレクトに表現・体感出来る楽器はなかなか無いだろう。

2月の公演は、アルゼンチンタンゴと、フォルクローレに光を当てた。アルゼンチン音
楽の、表と裏。その魅力を知る、きっかけとなるようなコンサートにしたい。

（詳細はP7イベント・講座案内をご覧下さい）

2月20日㈮午後7時開演〈魅惑の音楽紀行〉
「アルゼンチンタンゴとフォルクローレの世界」について

タンゴ日本到来100周年記念特別公演第2弾！！

「実りの秋」にふさわしい企画『～外国
人のための日本料理～ 一緒に和食をつ
くりましょう！』が、10月11日（土）に行わ
れました。

たっぷりの昆布とかつおぶしで取ったお
出汁、大きな擂り鉢でゴリゴリとすった香り
豊かなゴマ、お米のとぎ方、豆腐の水切
り、ほうれん草の洗い方に至るまで、和食
の醍醐味を、岡本治子先生（中原区食生
活改善推進員連絡協議会会長）中心に３名の先生方に教えていただきました。

参加したのは、フィリピン、中国、ブラジル、ベトナム、タイ、アメリカ、ボリビア出身の外国人市民や留学生と、国際交流に
関心のある日本人市民合わせて21名（男性3名、女性18名）。特に、当日メニューに加わった和菓子のわらび餅に、外国人
市民の皆さんは興味津々。使い終わったわらび粉の入っていた袋を手に、メモをしながら先生に何度も質問されていました。

ユネスコ（国際連合教育科学文
化機関）の「無形文化遺産」に登
録された和食。日本の伝統的な食
文化として大切に引き継いでいくた
めにも、「丁寧に食事を作る」ことを
忘れてはいけないと思うひとときで
した。
（取材・文：編集ボランティア 相沢明子）
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外国人、日本人、皆さんでフラワーアレンジや日本の手工芸を楽しみながら学ぶ会です
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●代　　表：長谷川 紫穂　
●お問合せ：（044）866-7729　（090）9243-6199

川崎市フラワーデザイン協会

箸の使い方を説明する講師

食材や切り方の説明を聞いています

参加者も実際に料理体験

卵焼き、けんちん汁、即席つけもの、赤飯、
ほうれん草のごま和え（右上から右回り）

魅惑の音楽紀行「アルゼンチンタンゴとフォルクローレの世界」コンサート

◎日　時：2015（平成27）年2月20日（金）午後7時～
◎出演者：早川純（バンドネオン）、智詠（歌・ギター）、

須藤信一郎（ピアノ）、熊本比呂志（パーカッション）
◎場　所：川崎市国際交流センター・ホール
◎参加費：前売2,050円、小中高校生1,540円（当日券はプラス510円）
◎申込：受付中（電話、ＦＡＸ、Ｅメール、来館）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

◎午前コース：1/13（火）～3/10（火） 8,670円（17回）テキスト代別
◎夜間コース：1/14（水）～3/18（水） 4,590円（9回）テキスト代別
◎申込：随時（いつでも）　レベルチェックあり

外国人のための日本語講座3学期 1月開始語学講座

Winter Gathering（ウィンター・ギャザリング）行事開催

★ライブ：Irving Koji（ラテンギタリスト）／起源（バンド）とヨランダ・タシコ
（フィリピン人歌手）

★防災講座：「災害に備えよう」（川崎市総務局危機管理室）　
★交流会「私の好きな国、私の好きなまちを教えます」
★「2014外国人が見た『カワサキ』フォトコンテスト」表彰・作品展示
★世界のお茶・お菓子巡り（モンゴル、ブラジル、フィリピン、中国）
◎日　時：12月13日（土）午後1時～4時
◎場　所：川崎市国際交流センター・ホール
◎申　込：受付中（電話、ＦＡＸ、Ｅメール、来館）
◎参加費：300円（中学生以上）

起源Irving Koji

第20回 外国人市民による日本語スピーチコンテスト行事開催

◎日時：2015年2月14日（土）　午後1時～
◎場所：川崎市国際交流センター・ホール（コンテスト）
◎申込：不要（交流会は要事前申込、参加費510円）

来日5年未満の外国人市民が、日頃の日本語学習の成果を披露。コンテスト終了後
は、出場者を囲んでの交流会（軽食付き）にご参加ください。休憩の間には、プロの
アーティストによる演奏（ミニコンサート）も予定しています。

入場無料

スイスの暮らしや文化を学ぶ国際文化理解講座

国交樹立150周年のスイス。12月はスイスの技術や食について／20日
は簡単な料理実習もあり。スイス大使館関係者が講師です。
◎日　時：12月6日（土）、20日（土）　午後1時～3時
◎定　員：各30名（先着順、16才以上）
◎場　所：川崎市国際交流センター
◎申　込：受付中（電話、FAX、Eメール、来館）
◎参加費：12月6日→710円　12月20日→710円＋500円（材料費）

智詠 須藤信一郎 熊本比呂志

ヨランダ・タシコ

「やさしい日本語」研修会参加者募集募　　集

「やさしい日本語」について、概要や作り方を実践的に学ぶ研修会。
◎日　時：2015（平成27）年1月10日（土）、24日（土） 午後0時30分～2時30分（全2回）
◎定　員：30人（両日出席できる方）
◎参加費：無料
◎申　込：先着順（電話、ＦＡＸ、Ｅメール、来館）
※詳細は、お問合せください。

川崎市フラワーデザイン協会
だ　し す

タンゴ日本到来100周年記念特別公演　第2弾

早川純

　　食’作っていますか？
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